
【収入保険】私の選択・加入者の声

「法人経営に必要な補償制度」

【香川県まんのう町 農事組合法人ほのやま
理事 大西 文昭さん（69）】

（NOSAI⾹川広報紙「NOSAIかがわ」2019年7⽉号より）

2010年に法⼈を⽴ち上げました。現在は34⼈の構成員で、
⽔稲9ヘクタールや⼩⻨2ヘクタール、裸⻨1ヘクタールと、
まんのう町特産のヒマワリを2.5ヘクタール栽培しています。
ヒマワリは、町を挙げて取り組むため、作付けは⽋かせま

せん。しかしながら⽔稲共済や⻨共済のように、ヒマワリを
補償してくれる制度はありませんでした。
昨年は、春先の天候が悪く播種時期から不良なうえ、収穫

時も台⾵でほぼ皆無となる苦い経験をしています。保険は使
わない⽅がいいと考えていますが、昨年のような災害の備え
として農業収⼊全体を補てんしてもらえる収⼊保険の加⼊を
決めました。
⾃然災害から価格低下まで補償してくれる収⼊保険制度は、

法⼈を継続して運営していくためにも必要だと思います。


